
様式第 2 号(第 7 条関係) 

会 議 結 果 報 告 書 

令和６年３月２２日 

 

会 議 の 名 称 令和５年度 第１回舞鶴市上下水道事業審議会 

種 別 ☑附 属 機 関   □懇 話 会 等 

開 催 日 時 令和 ６年 ２月２０日（ 火 ）  １３時３０分 ～１５時３０分 

開 催 場 所 舞鶴市役所 大会議室 

出 席 者 委員８名、事務局１０名 

議 題 （１） 上下水道事業の決算状況について 

（２） 水道施設の更新について 

（３） 下水道施設の更新について 

（４） 能登半島地震災害派遣に係る給水活動報告 

公 開 の 可 否 
☑公  開 

□部分公開 [理由] 

傍 聴 者 数    ０ 名 

審 議 結 果 

及 び 

主 な 意 見 等 

各議題について、事務局から説明及び質疑応答。 

詳細は議事概要のとおり。 

会 議 録 の 

作 成 様 式 
□詳 細   ☑要 約 

備 考  

 

担  当  課 
舞鶴市上下水道部経営企画課 

TEL ６２－１６３３ 

 



令和５年度第１回舞鶴市上下水道事業審議会（概要） 

 

日 時 ： 令和6年2月20日（火） 13時30分～15時30分 

場 所 ： 大会議室（舞鶴市役所 別館6階） 

 

【出席者】 

審議会委員 西垣委員（会長）、嵯峨根委員（副会長）、加登委員、河原田委員 

田中委員、林田委員、眞下委員、和田委員 

（欠席：佐藤委員） 

事務局     田畑上下水道部長 

経営企画課   岡野課長、谷内主幹、河田係長、佐々木係長、 

高橋主査、多田主査 

水道整備課   山﨑課長 

下水道整備課 中地課長、羽賀係長 

傍聴者   なし  

記者    1名 

 

≪報告事項≫＜事務局＞ 

審議委員の辞任及び欠席について 

 亀村委員の辞任及び佐藤委員の欠席を報告。 

 

≪議事≫ 

議題(1) 上下水道事業の決算状況について 

＜事務局説明＞ 

水道事業、下水道事業ともに経営戦略を作成し、事業運営を行っている。水道事業

と下水道事業における経営状況について、現状では良好な経営を維持しており、令和

６年度は料金改定を行わないが、将来的には資金不足の可能性があるため料金改定を

検討していく。 

 

質疑応答  

＜委員＞ 

給水人口が減少しているが現在の運営状況はよい。経常的な費用で努力したところ

を聞きたい。 

＜事務局回答＞  

     組織のスリム化や窓口業務等民間への委託を行っている。 



 

 

議題(2)水道施設の更新について 

  ＜事務局説明＞ 

水道施設の更新と耐震化を進めており、基幹管路の約59.5%は耐震化している。

由良川の塩水遡上問題の対策として、防潮堰設置、地下水利用、海水淡水化、取水

口の上流移転などを考慮しているが、各対策には費用、時間、水量保証等の課題が

ある。効率的、効果的な対策を考えながら進めたい。 

 

質疑応答  

＜委員＞ 

取水について与保呂水源地はもっと使えないのか。 

＜事務局回答＞  

       一日に必要な水量は24,000～25,000ｔ。与保呂は取れても6,000ｔ、夏場はよ

くて3,000ｔなので難しい。 

    

議題(3)下水道施設の更新について 

＜事務局説明＞ 

耐用年数を超えた下水道管の更新工事や老朽化した西浄化センター、東ポンプ場の

設備更新工事に取り組んでいる。これらの施設は老朽化、地震対策を中長期的な視点

で優先順位をつけながら、施設の改築を進める必要がある。今後は下水道ストックマ

ネジメント計画と併せ、下水道総合地震対策計画を策定し、施設の改築を進めていき

たい。 

 

質疑応答  

＜委員＞ 

東ポンプ場は老朽化しているが大丈夫か。 

＜事務局回答＞  

     日常点検を行い、きちんと維持管理できている。 

 


